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は じ め に

本報告書は､日本学術振興会科学研究費 ･基盤研究 (B) ｢市民エージェン トの構想す

る新しい都市のかたち- グローバル化と新自由主義を越えて= ｣ (平成 17年度～20

年度)(研究代表者･町村敬志)に基づく研究プロジェク トの最終年度成果報告書である｡

介入主義から新自由主義-と向かう大きな転換を経験 してきた日本社会は､今 日､さ

らに新 しい矛盾や壁- と直面しつつある｡この段階において､市民社会を基盤 とした諸

社会集団はどのように編成 ･再編されつつあるのか｡とりわけ､グローバ リゼーション

の影響下に置かれた大都市には､どのような集合的なアクティヴィズムの可能性が内蔵

されているのか｡

本研究は､こうした問いに答えるため､首都圏で活動 している社会運動 ･市民活動団

体､約 3600を対象に､2006年 9-1 0月に質問紙調査を実施 したO｢社会運動｣からいわ

ゆる ｢市民活動｣にまで広がる集合的なアクティヴィズムの今 日的な形をいかにとらえ

ていくか｡本調査は､｢課題を抱えた社会を市民の側から変えていく担い手たちの集合体｣

を､(広義の)市民活動団体と理解 した上で､多様な集団に着 目をしたO選定方法は本文

に譲るが､対象には､社会運動から NGO､NPO､ボランティア団体､サークル､そ

して近年のいわゆる ｢市民活動団体｣までが含まれている｡市民社会に基盤をおく団体

という意味で､以下ではこれ らを ｢市民社会組織 ｣CivilSocietyOrganizationと総称するO

また､対象の幅を簡潔に示すため ｢社会運動/市民活動｣ と表記する場合がある｡

前例のあまりない調査だけに､その実施に当たってはさまざまな試行錯誤が繰 り返さ

れた｡この過程で実に多くの皆様のご協力をいただいた｡まず何よりも､今回の面倒な

調査に対 してご回答や ご助言･ご批判の形でご協力を賜った多くの団体関係者の皆様に､

心から御礼を申し上げます｡対象の全団体には簡易報告書 (本報告書付録参照)をお送

りしたほか､基本集計による中間報告書 (2007年) も ｢一橋大学機関 リポジ トリ｣

(httD: mlermeS- ir.hb.hit-u.ac.jp/rs/)により全文入手可能となっているO基本資料の作成に

当たっては､埼玉大学共生社会研究センターから多大の便宜をお図りいただきました｡

このほか多くの方のご協力をいただきました｡厚 く御礼を申し上げます｡

どうか忌博のないご批判､多くのご助言等をいただけます と幸いに存じます0
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